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本技術のアピールポイント

新技術の概要
信号源推定と深層ニューラルネットワークという機械学習により、発話や音声
などの音源を人が聞いている時の脳波から、どのような音が聞こえていたか、
音を再合成できる装置を提案する。

本発明は、音声が人にどのように聞こえているかを再現し、認知機能・聴覚機能の
訓練あるいは診断などを支援する技術として活用できる可能性がある。

• 音声が被験者にどのように聞こえているか、どの程
度認識されているかを判別できる。本技術は認知 (聴
覚) 機能の訓練・診断に活用できる可能性がある。

脳波を用いた音声合成装置

お問い合わせ先：
東京工業大学 研究・産学連携本部
E-mail: suyama@sangaku.titech.ac.jp
TEL：045-924-5171 産学連携URA：寿山益夫

新技術の原理

従来技術（図１左）では、脳
波の特徴量をもとに選択肢の
中から選ぶ。そのため、音声
がどの程度明瞭に聞き取れて
いるか（脳内で認識されてい
るか）は不明だった。
本発明（図１右）では、脳波
の特徴量ではなく、脳波をも
とに機械学習により音声波形
そのものを推定し合成・再生
するので、脳内での認識の程
度がわかる可能性がある。 図１．脳波により音を判別する技術（左：従来、右：本発明）

新技術の構成と効果

本発明では、脳波の信号源推定を行い、機械学習により音声波形そのものを推定し合成・再生
する（図２）。実際の音声波形（青）と推定波形（赤）の一致度を図３に示す。
一致度が0.8以上あれば、およそ80%以上の確率で合成した音声を聞き分けられる。

図２．本発明の構成
図３．音声波形の一致度
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